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平成29．4．21 ②いいだ市議会だより 第1回定例会のあらまし

平
成

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
案
な
ど

議
案
を
可
決
又
は
同
意

第１回

定例会

第１回

定例会

29

52

委
員
会
で
の
審
査
の
内
容
は
、
８
ペ
ー
ジ
か
ら
の
常

任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
27

号

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
と
し
た
産
業
建
設
委
員
会

の
審
査
結
果
に
対
し
、
本
会
議
で
反
対
の
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
28
年
第
３
回
定
例
会
で
訴
え
の
提
起
を
さ
れ
た
３
人

と
接
触
機
会
を
持
っ
た
が
、
３
人
と
も
二
重
・
三
重
に
困

難
を
抱
え
、
福
祉
の
立
場
で
一
緒
に
な
り
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
今
回
も
困
難
者
に
真
に

寄
り
添
う
対
応
が
出
来
て
い
た
の
か
、
本
滞
納
者
が
本

当
に
悪
質
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
賛
成
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
、
反
対
。

議
案
第
36
号

平
成

36

29
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
と
し
た
総
務
委
員
会
の
審

査
結
果
に
対
し
、本
会
議
で
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
が
市
民
益
に
な
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
財
源
は
、
リ
ニ
ア
推
進
で
は
な
く
、福
祉
、教
育
、

災
害
対
策
な
ど
暮
ら
し
に
直
結
す
る
分
野
に
充
て
る
べ

き
。凍
結
・
見
直
し
も
考
え
、こ
こ
は
一
度
立
ち
止
ま
り
、

真
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
じ
っ
く
り
と
腰
を

据
え
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
話
し
合
う
べ
き
。
反
対
。

平
成
28
年
陳
情
第
４
号

県
に
対
し
、
子
ど
も
・
障
が
い

者
等
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
求
め
る
意
見
を
提
出

願
い
た
い
。（
陳
情
の
概
要
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

こ
の
陳
情
に
つ
い
て
、
趣
旨
採
択
と
し
た
社
会
文
教

委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
反
対
の
意
思
表
示
が
あ

り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
委
員
会
審
査
結
果
の
と

お
り
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
１
号

「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
民
泊
制

度
に
向
け
た
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
」

産
業
建
設
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
し
た
陳
情
第
１

号
に
基
づ
き
、
産
業
建
設
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
全
会
一
致
で
議
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
29

年
第
１
回
定
例
会
を
２
月

29

23

日
か
ら
３
月

29

23

23

日
ま
で
29

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、
平
成
28

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）案
、
平
成
29

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算

（
案
）な
ど
52

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
２
件

は
報
告
を
受
け
た
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
９
件
の
人
事

案
及
び
喬
木
村
と
の
間
に
お
い
て
締
結
し
た
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
議
案
１
件
は
本
会
議

で
同
意
又
は
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
以
外
の
40

件

は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
経
た
後
、
い
ず

れ
も
本
会
議
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、
委
員
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
会
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
２
件
審
議
し
、
１
件
は
採
択
、
も

う
１
件
は
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
18

人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

40

件
の
市
長
提
出
議
案
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、
総
務
、

社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
討
論
・
反
対
の
意
思
表
示

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

反
対
の
討
論

反
対
の
意
思
表
示

反
対
の
意
思
表
示

議
会
議
案
の
提
出

意
見
書
の
概
要

民
泊
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
の

意
見
を
十
分
に
聴
く
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
運
用
を

可
能
と
す
る
法
整
備
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
。



NO.203③ いいだ市議会だより 第1回定例会のあらまし

２
月
20

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
審
査
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
基
本
構
想

基
本
計
画
特
別
委
員
会
は
、「
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画

の
進
行
管
理
方
法
に
関
し
、
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ

と
」
が
、
設
置
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
件
に
関
し
所
管
事
務
調
査
の
継
続

審
査
の
申
し
出
を
行
い
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

市
議
会
は
、
29
年
４
月
で
改
選
す
る
た
め
、
議
会
が

行
う
行
政
評
価
等
の
詳
細
は
、
改
選
後
に
決
定
し
ま
す

が
、
円
滑
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
特
別
委

員
会
に
お
い
て
一
定
の
方
向
を
示
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。調

査
研
究
の
中
で
、
今
後
の
議
会
が
行
政
評
価
を
行

う
上
で
、
３
つ
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

課
題
①

議
会
に
お
い
て
行
う
行
政
評
価
、
予
算
及
び

決
算
の
審
査
内
容
に
つ
い
て

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」は
、「
目
指
す
ま

ち
の
姿
（
８
項
目
）」
の
実
現
に
向
け
た
４
年
間
の
「
基

本
目
標
（
12
項
目
）」
を
設
定
し
、
毎
年
「
戦
略
計
画
」

を
策
定
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
「
戦
略
計
画
」
に
紐
付

か
な
い
事
務
事
業
は
、「
分
野
別
計
画
」
に
お
い
て
進
行

管
理
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

検
討
結
果

議
会
の
行
政
評
価
に
お
い
て
は
、
基
本
目
標
ご
と
に

「
戦
略
計
画
の
自
己
評
価
」
の
報
告
を
受
け
、
議
会
と
し

て
の
評
価
（
「
計
画
は
適
正
か
」
「
取
り
組
み
は
良
か
っ

た
か
」
「
時
代
や
状
況
変
化
に
対
応
し
て
い
る
か
」
「
進

捗
状
況
確
認
指
標
は
適
正
か
」「
取
り
組
み
は
的
を
射
て

い
る
か
」
等
）
を
行
い
、
提
言
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、
分
野

別
計
画
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
説
明
を
受
け
る
。

課
題
②

議
会
に
お
け
る
行
政
評
価
の
実
施
体
制

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」
で
は
、
市
が
基

本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
組
織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ

と
か
ら
、
基
本
目
標
を
常
任
委
員
会
の
所
管
範
囲
に
整

理
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

検
討
結
果

議
会
と
し
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
責
任
あ
る
対

応
を
行
う
た
め
に
は
、
総
合
的
に
判
断
し
、
常
任
委
員
会

ご
と
に
行
政
評
価
を
行
う
方
法
が
適
切
と
判
断
し
た
。

な
お
、
市
の
組
織
機
構
改
革
等
に
よ
り
、
常
任
委
員

会
の
所
管
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
状
況
変
化
に
応
じ
、
実
施
体
制
の
見
直
し
を
行
う
。

課
題
③

平
成
29

年
度
に
お
け
る
行
政
評
価
内
容

29
年
度
は
、
第
５
次
基
本
構
想
の
期
間
で
あ
る

29

28
年

度
の
評
価
を
行
い
、「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２

８
」
の
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
る
過
渡
期
の
年
度
と
な

る
。

検
討
結
果

変
則
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
が
、
第
５
次
基
本
構

想
の
42

項
目
の
施
策
の
中
か
ら
、

42

29

年
度
の
戦
略
計
画

と
関
係
が
深
い
も
の
を
常
任
委
員
会
ご
と
に
抽
出
し

て
、
行
政
評
価
を
行
う
。

○
公
平
委
員

伊
藤

雅
之

○
人
権
擁
護
委
員

下
平

澄
瑞
、
片
桐

壽
久

福
田

弘
子
、
田
中

清
文

○
南
部
財
産
区
管
理
委
員

岡
田

昭
夫

○
羽
場
財
産
区
管
理
委
員

冨
田

泰
啓

○
長
野
原
財
産
区
管
理
委
員

林

光
磨
、

可
知

俊
一
、
下
井
田

実

杉
山

裕
厚
、
塩
澤

淳
二
、
関
嶋

洋

塩
澤

正
憲

○
時
又
財
産
区
管
理
委
員

今
村

公
男
、
伊
原

聰
、

市
村

和
男

伊
藤

和
良
、
高
橋

正
夫
、
村
松

竜
敏

安
東

雅
行

○
桐
林
財
産
区
管
理
委
員

下
平

勝
煕
、
林

誠
一
、

中
島

正

林

秀
壽
、

倉
澤

和
彦
、
林

洋
一

村
澤

潔

○
上
川
路
財
産
区
管
理
委
員

塚
平

行
、
久
保
田

文
男
、
笹
岡

健
次

越
下

幸
利
、
三
輪

全
一

○
駄
科
財
産
区
管
理
委
員

下
平

辰
春
、

田
添

莊
文
、
澤
栁

眞
治

北
澤
洋
太
郎
、

中
村

利
一
、
樋
田
日
出
美

下
平

公
平

人
た
し
意
同

事

）
略
称
敬
（

基
本
構
想
基
本
計
画
特
別
委
員
会

基
本
構
想
基
本
計
画
特
別
委
員
会



平成29．4．21 いいだ市議会だより 議会からの提言に対する市の対応 ④

行政評価に基づく提言に対する市の対応行政評価に基づく提言に対する市の対応
議会では、市が実施した平成27年度の施策及び事務事業について行政評価を行い、42の施策及び19の事業

について28年９月26日に、市長に対し提言を行いました。

この提言に対し、市の執行機関から対応状況について、29年３月の各常任委員会で報告がありました。

各常任委員会では、この報告を予算の審査に生かしています。提言及びそれに対する対応状況の報告の主

なものを紹介します。

議会からの提言 執行機関の考え方 事業規模 予算規模

見直し

・改善
拡大

拡大 拡大

現状

維持

現状

維持

拡大
現状

維持

拡大 拡大

見直し

・改善

現状

維持

総合的な空き家対策事業

方向性：やり方改善

●現状把握を進められたい。
●職員体制の強化を検討願いたい。
●空き家の解消に向けた制度について、さらに検
討願いたい。

広報広聴事業（旧広報発行事業）

方向性：拡大

●リニア時代に向け、シティプロモーション事業
は極めて重要な事業と考える。実施体制や事務
事業の組み立て方を含めて検討し、重点を置い
て取り組まれたい。
●広聴事業については、市民に身近な対応となる
よう努められたい。

人材誘導事業

方向性：拡大

●企業とも連携し、ホームページをより充実させる
などＳＮＳを活用した情報発信を強化されたい。

●若者定住促進という視点で、「結ターン・キャ
リアデザイン室」の全庁・連携する組織におけ
る位置づけ、役割を洗い直すとともに、機能強
化に向け抜本的な見直しを行うこと。

社会体育施設大規模改修事業

方向性：やり方改善

●市が大規模改修とする施設改修と、市民ニーズ
や競技団体のニーズにズレがあると思われる。
公共施設マネジメントの検討のなかで、統廃合
も視野に入れながら、施設のレベルアップを図
られたい。
●一方で、多くの市民がスポーツに親しめるよう、
現在あるものは存続していくよう改修し、維持
されたい。

海外誘客促進事業

方向性：やり方改善

●近年国が進めているインバウンド重視の方向やリ
ニア中央新幹線・三遠南信自動車道の開通を見
据えたとき、今からの海外誘客促進の取り組み
は重要だと認識する。しかし、現状としては市民
の認識は低い。市民の理解を得ることに努力し
ながら、何を売るのかのアピールポイントの絞り
込みから始めて、県だけに頼るのではなく飯田
市独自の取り組みを行うこと。

●海外からのサイクリングツアー、小・中学生の受
入れ先の地区住民に対する理解を得る取り組み
から始めて、受入れ体制の整備に取り組むこと。

地域包括支援センター運営事業

方向性：拡大

●地域包括支援センターの拡充に努められたい。

●28年６月に各地区まちづくり委員会から空き家調査
の報告をいただき、空き家のデータベースを構築でき
た。データベースを基に地番との突合を行い、所有者
調査、廃屋状況調査を進め、現状把握を進める。
●平成29年度から臨時職員を採用し、体制を強化する。
●空家検討会議、空家審議会等で空き家解消に向けた
研究を進める。

●いいだ未来デザイン2028の戦略計画に「地域ブラ
ンドの構築と地域の魅力のプロモーション」を掲げ、
地域ブランドとシティプロモーションを一元的に取
り組む体制で、総力を挙げて取り組む。（新設した
ＩＩＤＡブランド推進課において、シティプロモー
ション推進事業として行う。）

●やらまいか提言を中心に今後も迅速な対応を行う。
また、市民意識調査については、新しい総合計画を
踏まえつつ、質問項目を見直す。（名称変更した秘
書広報課において、広報広聴事業として行う。）

●この地域固有の暮らしや文化をアピールポイントに
したインバウンド観光を推進するため、ほんもの体
験プログラムの開発、及び農家民泊の普及に努める。

●県との連携の他にも、飯田観光協会や㈱南信州観光
公社とともに、国内及び海外の旅行会社等への誘客
宣伝を積極的に行っていく。

●海外からのサイクリングツアーについては、ツアー・
オブ・ジャパンの知名度を生かし、平成29年度は、
いなべ・美濃・飯田の３ステージ連携による中部三
県周遊観戦ツアーを実施し、海外サイクリストや
ファンの誘客に努める。

●情報発信では、飯田下伊那の会社情報や就職情報を
掲載している飯田職業安定協会の「イイダカイシャ
ナビ」を運用している。学生など若者をターゲット
とした有効な情報発信に向けて、飯田職業安定協会
や関係企業と連携していく。
●若者定住促進は、全庁的に連携し、総合的に取り組
む課題であると考えている。全国的に移住政策が展
開されている中、飯田ならではの移住定住施策につ
いて検討を進める。

●限られた予算のなかで緊急性・安全性を考慮し改修
を実施しており、今後も計画的かつ効果的な修繕を
行い各施設の長寿命化を推進する。

●今後、地域包括支援センターが果たすべき役割や求
められる機能について、市民の意見も参考にして検
討を行い、地域包括支援センターが地域に根差した
活動が行えるように機能の充実を図る。

総

務

委

員

会

社

会

文

教

委

員

会

産

業

建

設

委

員

会



NO.203⑤ いいだ市議会だより 議会報告会・政務活動報告

議会報告会を起点とした政策づくり議会報告会を起点とした政策づくり

28年９月29日から10月６日にかけて開催した議会報告会を通して、市民の皆さんから寄せられた383件の

御意見、御要望等は、委員会等に振り分けて対応を検討し、各常任委員会において検討する課題として、次

の事項を取り上げました。

取り上げた課題委員会

・地域における緊急情報の確実な伝達

・災害時における高齢者世帯や未加入世帯等の避難対策
総 務 委 員 会

・体育施設のあり方と活用について社会文教委員会

・若者定住を促進するためには

・資源を活かし、地域経済や地域の活性化を図るには

・市の観光施策について

産業建設委員会

市へ政策提言しました
社会文教委員会では、27年度の議会報告会で市民の皆さん

から出された意見等から「地域ケアシステムの構築」を課題と

して、医療・介護・福祉の関係団体との懇談を重ね、調査研究

してきました。調査結果から政策立案し、

「地域包括ケアシステムの構築は、地域の総力で

～医療・介護・暮らしをパッケージで取り組むために～」

としてまとめて、28年12月20日の議会全体の政策討論会を

経て、３月８日に議会から市長に対する提言を行いました。 議長から市長に提言書を渡しました

政務活動費を用いた調査活動を報告
平成28年９月から29年２月までの間に政務活動

費を活用して実施した各会派の調査研究の概要です。

２月20日には調査活動に関する政務調査報告会を

行いました。

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトを御覧ください。

http://www.city.iiga.lg.jp/site/assembly

会派のぞみ
■実施日 10月11日・12日、10月24日～26日

■調査事項等
●第14回スローライフサミットまちづくり全国都市会議

（福井県大野市）

●里山資本主義的地域活性化 （広島県北広島町）

●おのみち幸齢プロジェクト （広島県尾道市）

●「反転授業による授業理解度と教員の授業力向上」への

取り組み 篠山市立丹南中学校 （兵庫県篠山市）

公 明 党
■実施日 12月26日・27日

■調査事項等
●リニア時代を見据えた観光政策について

品川区役所、ゲストハウス品川宿、

ＫＡＩＤＯbooks&coffee (東京都品川区)

●「健康マイレージ」をはじめとした“健康・日本一”

ふじえだプロジェクトの取り組みについて

（静岡県藤枝市)

市民パワー
■実施日 10月17日～19日

■調査事項等
●小山市子ども貧困撲滅５か年計画について

（栃木県小山市）

●新幹線駅周辺整備と都市計画

紫波中央駅前都市整備事業オガールプロジェクト

（岩手県紫波町）

会派みらい
■実施日 ２月13日

■調査事項等
●議員力・議会力向上実践講座の受講 （東京都豊島区）

「実践！議会改革から住民福祉の向上に」

議会改革の到達点

議会改革を住民の福祉につなげる

～議会からの政策サイクル～

2月20日の政務調査報告会

（



平成29．4．21 いいだ市議会だより 第1回定例会 一般質問 ダイジェスト ⑥

一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
将

来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

第
１
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）

※
■
は
、他
の
質
問
項
目

井
坪

隆

議
員
（
会
派
み
ら
い
）

市
長
の
公
約
に
「
文
化
会
館
の
建
て
替
え
に

際
し
て
検
討
を
進
め
る
」
と
あ
る
が
、
新
・

飯
田
文
化
会
館
（
仮
称
）
の
建
設
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
か
。

公
約
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
検
討

の
と
お
り
、
文
化
会
館
は
立
て
替
え
を
基
本

的
に
考
え
、
市
公
民
館
と
鼎
公
民
館
の
ホ
ー
ル
機

能
を
１
つ
に
で
き
る
か
検
討
す
る
と
い
う
結
果
を

受
け
た
も
の
。
公
約
で
の
文
化
会
館
の
建
て
替
え

に
際
し
、
国
際
学
術
会
議
が
可
能
な
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
能
付
加
の
検
討
は
、
リ
ニ
ア
と
三
遠
南

信
自
動
車
道
開
通
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

に
資
す
る
施
設
整
備
で
あ
り
、
南
信
州
広
域
連
合

の
基
本
計
画
で
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

整
備
と
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
と
捉
え
て
い
る
。

介
護
や
育
児
を
行
っ
て
い
る
市
民
か
ら
は
、

現
在
の
燃
や
す
ご
み
袋
の
小
袋
よ
り
も
さ
ら

に
小
さ
い
サ
イ
ズ
を
望
む
声
が
あ
る
が
検
討
は
。

オ
ム
ツ
や
生
ご
み
の
臭
い
が
気
に
な
り
、
保

管
に
苦
慮
し
、
早
く
排
出
し
た
い
ニ
ー
ズ
は

理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
排
出
時
に
は
、
家
庭
に

余
っ
て
い
る
小
型
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
口
を

閉
じ
た
後
に
、
燃
や
す
ご
み
の
袋
に
投
入
す
る
排

出
ル
ー
ル
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。
新
し
い
燃
や

す
ご
み
袋
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
あ
る
た
め
、
口

元
を
縛
る
こ
と
が
で
き
、
水
漏
れ
や
臭
い
漏
れ
に

一
定
程
度
の
効
果
が
あ
り
、
保
管
が
し
や
す
く
な

る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
様
子
を
見

る
こ
と
と
し
た
い
。

■
県
人
口
異
動
調
査
に
伴
う
人
口
減
少
、
と
り
わ

け
「
社
会
減
」
を
ど
う
と
ら
え
る
か

ふ
る
さ
と
納
税
の
過
熱
す
る
自
治
体
間
の
返

礼
品
競
争
と
は
一
線
を
画
し
つ
つ
も
、こ
の
制

度
に
つ
い
て
市
と
し
て
は
何
を
目
的
に
、
将
来
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
か
。

寄
附
の
目
的
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
よ

る
20
地
区
の
地
域
振
興
で
あ
る
こ
と
が
特

徴
。
寄
附
金
は
運
営
経
費
等
を
除
い
た
額
を
地
区

に
直
接
交
付
し
、
田
舎
へ
還
ろ
う
戦
略
推
進
の
財

源
と
な
る
。応
援
の
気
持
ち
が
直
接
地
区
に
届
き
、

応
援
し
た
い
人
と
地
区
が
つ
な
が
り
、
人
材
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
。
地
区
か
ら
の
お
礼
の

気
持
ち
は
、地
区
の
広
報
、行
事
や
祭
り
等
へ
の
招

待
な
ど
地
区
に
来
る
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
が
良

い
と
考
え
る
。
繋
が
り
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、移
住
や
定
住
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
改
正
案
に
つ
い
て

が
ん
と
向
き
合
う
本
人
や
家
族
の
対
応
や
相

談
窓
口
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
立
病
院
で
は
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か

ら
、
患
者
さ
ん
の
身
体
的
苦
痛
、
精
神
的
苦

痛
や
社
会
的
苦
痛
を
ケ
ア
す
る
こ
と
が
「
緩
和
ケ

ア
」
と
の
考
え
で
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
談

に
応
じ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
７

人
を
含
む
医
療
福
祉
係
10
人
で
医
療
相
談
、
家
族

相
談
を
担
当
し
て
い
る
。
４
月
か
ら
は
総
合
的
な

相
談
担
当
と
し
て
「
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
看
護
師
を
中
央
受
付
に
配
置
し
、
様
々
な
相
談

に
対
応
す
る
な
ど
充
実
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

■
介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て

■
こ
の
地
域
の
シ
ー
ド
ル
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、
現
状
の
課
題
を

ど
う
捉
え
、
対
策
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
か
。

ひ
と
り
親
家
庭
は
、
経
済
的
、
時
間
的
に
子

育
て
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
、
公

的
な
継
続
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
県
も

新
年
度
で
新
し
い
形
の
居
場
所
に
関
わ
る
補
助
事

業
を
考
え
て
お
り
、
県
と
共
に
連
携
し
て
良
い
形

に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。
学
習
支
援
と

食
事
の
提
供
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
の
意

向
を
尊
重
し
、
出
来
る
形
で
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
。
庁
内
で
様
々
な
部
門
と
現
在

の
施
策
を
棚
お
ろ
し
を
す
る
中
で
、
各
課
の
課
題

を
体
系
的
に
整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

■
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
に
つ
い
て

就
学
援
助
の
国
の
基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
、
市
の
対
応
は
。

新
入
学
学
用
品
等
の
標
準
単
価
改
訂
が
文
部

科
学
省
か
ら
示
さ
れ
、
小
学
校
で
は
、
現
行

２
万
470
円
か
ら
４
万

470

600
円
に
、
中
学
校
で
は
現
行

２
万
３
千
550
円
か
ら
４
万
７
千

550

400
円
に
そ
れ
ぞ
れ

リ
バ
ズ

う
問
を
政
市

新
駅
設
置
の
目
的
は
何
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
考
え
て
い
る
か
。

目
的
は
、
リ
ニ
ア
駅
を
利
用
す
る
来
訪
者

が
、
中
心
市
街
地
又
は
伊
那
谷
各
地
に
ア
ク

セ
ス
す
る
た
め
、
ま
た
高
齢
化
が
進
み
交
通
弱
者

が
増
加
す
る
中
で
、
下
伊
那
に
お
い
て
南
部
や
北

部
地
域
と
リ
ニ
ア
駅
ま
で
の
間
の
交
通
手
段
、
上

伊
那
地
域
と
リ
ニ
ア
駅
間
の
移
動
手
段
と
し
て
期

待
さ
れ
る
。
飯
田
市
都
市
圏
等
総
合
交
通
体
系
調

査
に
基
づ
く
推
計
で
は
、
鉄
道
利
用
者
は
23
％
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
６
千
800
人
の
リ
ニ
ア
乗
降
客

の
内
、
千
500
人
程
度
が
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
乗
換
新
駅

が
設
置
さ
れ
た
場
合
利
用
す
る
と
推
計
し
て
い

る
。

■
教
育
課
題
に
つ
い
て

ま
ち
な
か
観
光
は
ど
の
よ
う
な
定
義
を
し
て

い
て
、
入
込
客
数
の
５
年
間
の
推
移
は
。

ま
ち
な
か
観
光
は
、
い
わ
ゆ
る
丘
の
上
の
エ

リ
ア
で
、
ま
ち
な
か
に
溶
け
込
む
様
々
な
歴

史
・
文
化
、
食
べ
物
な
ど
直
接
見
て
味
わ
っ
て
体

験
し
て
も
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
巡
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
入
込
客
数
の
把
握
は
難
し
い
が
、

動
物
園
、
美
術
博
物
館
、
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術

館
の
入
館
者
と
㈱
南
信
州
観
光
公
社
の
ま
ち
な
か

案
内
人
の
利
用
者
の
合
計
数
で
は
、
23
年
度
は

23

14

万
３
千
575
人
、

575

24
年
度
は

575

24

16
万
５
千

575

24

16

386
人
、

575

24

16

386

25
年

度
は
20
万
千

20

349
人
、

20

349

26
年
度
は

20

349

26

21
万
千

20

349

26

21

269
人
、

20

349

26

21

269

27

年
度
は
22
万
千

22

505
人
、
過
去
５
年
間
は
、
増
加
傾

向
に
あ
る
。

川
路
多
目
的
広
場
の
芝
生
化
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
を
受
け
入
れ
天
龍
峡
温
泉
交
流

館
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

川
路
多
目
的
広
場
の
芝
生
化
は
、
河
川
区
域

内
に
構
造
物
が
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。

芝
生
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
関

係
団
体
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

は
、
高
速
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
の
で
、
施
設
活

用
策
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
つ
い
て
は
、
施
設
全
体
の
適
量
化
を
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
検
討
し
な
が
ら
、
適
切
に

配
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
築
・
整
備
を
行
う
。

■
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

ほ
か

�
田
�
化
会
館
の
�
て
�
え
�
�
は

燃
や
す
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
は

竹
村

圭
史

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

吉
川

秋
利

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

�
�
�
田
線
�
�
新
駅
�
置
の
�
的
と
�
果
は

福
沢

清

議
員
（
会
派
み
ら
い
）

ま
ち
な
か
観
光
の
現
状
は

地
域
の
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

芝
生
化
は

熊
谷

泰
人

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
対
す
る
考
え
は

山
崎

昌
伸

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

が
ん
診
療
に
お
け
る
本
人
や
家
族
の
相
談
体
制
は

森
本

政
人

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
今
後
の
展
開
は

木
下

容
子

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

就
学
援
助
に
お
け
る
市
の
対
応
は

古
川

仁

議
員
（
日
本
共
産
党
）
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引
き
上
げ
ら
れ
る
。
飯
田
市
の
準
要
保
護
児
童
生

徒
援
助
費
の
支
給
単
価
は
、
国
の
標
準
単
価
を
採

用
し
て
お
り
、
国
の
標
準
単
価
が
正
式
に
決
定
す

れ
ば
、
市
の
支
給
単
価
も
改
訂
を
行
い
、
追
加
支

給
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

新
し
い
焼
却
施
設
の
運
用
開
始
で
、
ご
み
処

理
費
用
は
ど
う
変
わ
る
か
。
そ
れ
に
よ
り
燃

や
す
ご
み
袋
代
は
安
く
な
ら
な
い
か
。

稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
費
用

は
1
㎏

あ
た
り
18
円
と
広
域
連
合
か
ら
示

さ
れ
、
桐
林
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
よ
り
５
円
安
く

な
る
見
込
み
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
革
製
品
、

ゴ
ム
製
品
も
燃
や
せ
る
た
め
、
１
袋
あ
た
り
の
平

均
的
重
量
は
増
え
る
。
桐
林
で
は
１
袋
あ
た
り
平

均
重
量
5.3
㎏
で
処
理
費
用
は
、

5.3

１２１
・
９
円
だ
っ
た

が
、
稲
葉
で
は
、
7.0
㎏
で

7.0

１２６
円
と
な
る
。
実
質
的

な
処
理
費
用
は
値
下
げ
に
な
る
と
言
え
る
。
排
出

者
負
担
は
１
袋
あ
た
り
60
円
と
な
る
予
定
。
ご
み

袋
本
体
は
、
紙
製
か
ら
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
に
代
わ

る
こ
と
で
、
店
頭
価
格
は
下
が
る
と
見
込
む
。

発
達
障
害
者
支
援
法
の
改
正
を
市
と
し
て
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
発
達
支
援
の
取
り
組
み
に
は
力
を

入
れ
て
き
た
。
そ
の
中
心
が
子
ど
も
家
庭
応

援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
き
っ
ず
」
で
あ
る
。
開
所
以

来
、
発
達
相
談
・
子
育
て
相
談
の
総
合
的
窓
口
と

し
て
早
い
段
階
で
対
応
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。
今
回
の
一
部
改

正
は
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
相
談
体
制

の
整
備
が
明
記
さ
れ
、
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の

構
築
や
地
域
で
の
生
活
支
援
の
視
点
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
こ
れ
は
、「
ゆ
い
き
っ
ず
」
が
行
っ
て
い
る

こ
と
で
、
一
部
改
正
を
先
取
り
し
て
き
た
と
捉
え

て
い
る
。

中
山
間
地
域
振
興
計
画
は
、
策
定
後
８
年
を

経
過
し
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

定
住
人
口
の
10
年
間
の
減
少
率
は
、
目
標

10

10

％
に
対
し
、
17
年
か
ら

17

27
年
ま
で

17

27

16
・
２
％
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
数
は
、
目
標
300
人
に
対
し
、

300

21
年

か
ら
27
年
度
ま
で

27

62
人
。
交
流
人
口
の
体
験
型
旅

行
参
加
者
は
、
最
終
年
目
標
３
万
人
に
対
し
て
、

27
年
は
１
万
４
千

27

300
人
だ
っ
た
。
人
口
減
少
率
は

目
標
を
上
回
り
、
他
の
目
標
も
達
成
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
地
域
振
興
住
宅
は
、
29
年
２
月
末

で
、
新
築
39
戸
、
改
修

39

12
戸
、
合
計

39

12

51
戸
に

39

12

51

179
人

が
入
居
し
た
。
こ
れ
は
中
山
間
７
地
区
の
人
口
1.5

％
に
相
当
す
る
。

■
市
長
の
市
政
経
営
方
針
に
つ
い
て

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
で
面
的

に
考
え
る
か
、
そ
の
場
合
の
手
法
は
。
ま

た
、
土
地
利
用
の
方
針
の
発
表
の
見
通
し
は
。

土
地
利
用
は
面
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

駅
周
辺
は
一
部
を
除
き
用
途
指
定
が
な
い
白

地
地
域
。
代
替
地
候
補
地
の
農
振
除
外
に
よ
っ
て

白
地
地
域
と
な
る
区
域
と
と
も
に
、
法
令
に
基
づ

く
適
切
な
土
地
利
用
を
行
う
。
手
法
は
、
都
市
計

画
の
用
途
地
域
又
は
特
定
用
途
制
限
地
域
の
指

定
、
地
区
計
画
の
決
定
が
考
え
ら
れ
、
適
切
な
選

択
を
す
る
。
土
地
利
用
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
検
討
を

行
い
、
29
年
度
を
目
途
に
素
案
を
ま
と
め
、
都
市

計
画
決
定
の
手
続
き
を
行
い
た
い
。

■
年
頭
所
感
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
地
域

社
会
の
創
造
に
向
け
て
』
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
増
進
を
併
せ
た
新
し
い
市
民
協

働
の
活
動
支
援
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
が
２
つ
以
上
連
携

協
働
し
た
事
業
へ
の
助
成
は
26
年
度
か
ら
開

始
し
た
。
さ
ら
に
、
ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
と

有
効
な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
地
域
健
康

ケ
ア
計
画
で
は
、
地
域
を
構
成
す
る
団
体
や
機

関
、
施
設
、
事
業
者
専
門
分
野
の
方
達
と
進
め
て

き
た
。
様
々
な
活
動
が
複
合
的
に
つ
な
が
り
効
果

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
る
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
意
識
が
高
ま
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
動
機

付
け
に
有
効
な
手
法
を
地
域
健
康
ケ
ア
計
画
の
評

価
、
内
容
の
見
直
し
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

■
山
岳
・
里
山
の
観
光
事
業
に
つ
い
て

ほ
か

工
業
振
興
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
の
実
現

に
、
台
湾
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
へ
の
視

察
を
検
討
す
る
考
え
は
。

台
湾
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
事
例
は
、

私
も
参
考
に
な
る
。
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

で
あ
り
、
視
察
を
前
向
き
に
考
え
た
い
。
市
長
に

な
る
前
に
日
本
国
内
の
事
例
や
台
湾
な
ど
の
事
例

を
見
て
き
た
。
台
湾
の
事
例
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
人
材
の
誘
導
、
産
業
の
誘
致
・
育
成
な
ど

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
飯
田
市
と
し
て
の
や
り
方

で
、
田
園
型
の
国
際
学
術
研
究
都
市
づ
く
り
を
企

業
の
皆
さ
ん
や
専
門
家
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
目
指

す
た
め
に
は
、事
例
も
学
び
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

■
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
の
厳
し
い
経
済
状
況
下
で
、
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
か
。

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
開
所
時
間
延
長
、

不
妊
や
不
育
症
治
療
へ
の
助
成
拡
充
、
準
要

保
護
者
を
対
象
と
し
た
学
校
給
食
費
無
料
化
等
を

図
っ
た
。
ま
た
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

日
常
生
活
支
援
や
福
祉
有
償
運
送
の
支
援
に
つ
い

て
も
予
算
化
を
図
っ
た
。
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
へ
の
補
助
、

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

検
討
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
す
る
雨
水
排
水
対
策
、落

石
崩
落
危
険
個
所
の
点
検
な
ど
市
民
生
活
の
居
住

環
境
の
向
上
に
向
け
た
事
業
予
算
も
確
保
し
た
。

■
雪
害
対
策
に
つ
い
て

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
金
の
撤
廃
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
県
下
全
市
町
村
が
中
学
校
ま
で
医
療
費

給
付
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向
で
市

長
と
し
て
県
と
話
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

現
物
給
付
化
の
範
囲
は
、
現
在
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、市
長
会
、町
村
長
会
に
も

提
案
さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
分
の

考
え
だ
け
で
な
く
、
市
長
会
の
副
会
長
と
し
て
ど

う
ま
と
め
て
い
く
か
考
え
る
必
要
も
あ
る
。
今
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
早
期
に
一

本
化
を
図
る
た
め
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
足
並
み
を
揃
え
て
前
進
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
。
足
並
み
を
揃
え
ら
れ
る
落
と

し
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
振
興
住
宅
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
で

は
払
い
下
げ
を
前
提
と
し
た
制
度
に
な
っ
て

い
る
が
、
飯
田
市
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

現
在
の
制
度
は
、
持
続
的
な
地
域
を
形
成
す

る
た
め
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
取
り

組
み
と
し
て
、
中
山
間
地
域
へ
の
居
住
の
誘
導
を

図
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
子
育
て
世
帯
の
負
担
を

低
減
し
た
家
賃
設
定
を
行
っ
て
い
る
。
払
い
下
げ

に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
対
策
の
視
点
か
ら
、
入

居
世
帯
が
引
き
続
き
定
住
で
き
る
よ
う
に
、
払
い

下
げ
促
進
に
向
け
た
方
法
な
ど
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

■
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て

■
天
龍
峡
再
生
事
業
に
つ
い
て

燃
や
す
ご
み
袋
代
は
安
く
な
ら
な
い
か

小
倉

高
広

議
員
（
日
本
共
産
党
）

改
正
発
達
障
害
者
支
援
法
へ
の
市
の
取
り
組
み
は

村
松

ま
り
子

議
員
（
公
明
党
）

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
中
山
間
地
域
の
振
興
は

林

幸
次

議
員
（
公
明
党
）

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
区
域
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア

の
土
地
利
用
計
画
は

湯
澤

啓
次

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

健
康
増
進
と
併
せ
た
新
し
い
市
民
協
働
の
活
動

支
援
は

新
井

信
一
郎

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

市
長
が
台
湾
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
視
察

し
て
は

清
水

可
晴

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

29
年
度
予
算
案
の
特
徴
的
な
こ
と
は

後
藤

荘
一

議
員
（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
に
向
け
た
県
と

の
話
は

永
井

一
英

議
員
（
公
明
党
）

地
域
振
興
住
宅
の
長
期
的
運
用
は

清
水

勇

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）
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３
月
１０
日
及
び

１０

２３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

総

務

委

員

会

総

務

委

員

会

平
成
２８

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
案

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
送
信
所
等
整
備
事
業

は
、
新
た
な
中
継
局
整
備
に
関
す
る
総
合
通

信
局
の
認
可
が
年
度
内
に
下
り
な
い
、
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
認
可
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

新
し
い
無
線
形
式
に
よ
る
認
可
で
あ
る
が
、

総
務
省
内
で
の
調
整
を
経
て
、
２９
年
度
当
初

に
は
認
可
が
下
り
る
見
込
み
で
あ
り
、
２９
年
度
中

に
は
事
業
も
完
了
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
事
業
の
繰
越
は
、

国
か
ら
の
補
助
金
の
繰
越
に
伴
う
も
の
、
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
当
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
運
用
は
、
こ
の
１
年
間
、
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
か
。

特
に
問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
。
当
市
で

は
、
２９
年
２
月
末
現
在
で
、
６
千

２９

９５８
枚
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い
る
。

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」の
取
り

組
み
で
は
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
の
地
域
組

織
の
協
力
を
、今
ま
で
以
上
に
得
て
い
く
必
要
が
あ

議
案
第
３０

号

る
が
、導
入
か
ら
１０

年
と
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
交
付

金
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、ど
う
考
え
る
か
。

従
来
の
縦
割
り
の
交
付
金
か
ら
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
て
、
横
の
連
携
を
行
い
な
が

ら
、
自
由
度
の
あ
る
活
用
が
可
能
と
し
た
制
度
の

方
向
性
は
、
良
い
と
判
断
し
て
い
る
。
各
地
区
へ

の
配
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
在
り
方
そ
の

も
の
と
合
わ
せ
て
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
が
進
ま
な
い
状
況
に

つ
い
て
、
予
算
で
は
、
ど
の
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
。

登
録
空
き
家
の
確
認
作
業
に
時
間
を
要
し
て

い
る
こ
と
が
、登
録
数
が
増
加
し
な
い
要
因
の

一
つ
。専
門
的
な
知
見
も
必
要
で
あ
る
た
め
、宅
地

建
物
取
引
業
協
会
へ
の
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。

２０

地
区
田
舎
へ
還
ろ
う
戦
略
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
８
」

の
核
に
な
る
も
の
で
、地
域
経
営
の
深
い
と
こ
ろ
に

入
っ
て
い
く
事
業
。成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、地
域
の
役
員
の
負
担
感

が
高
ま
る
中
で
、新
し
い
地
域
経
営
の
在
り
方
を
考

え
て
い
く
意
図
は
何
か
、ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

目
の
色
を
変
え
て
取
り
組
み
を
始
め
る
き
っ
か
け

を
生
み
出
す
予
算
立
て
に
な
っ
て
い
る
か
。

新
し
い
地
域
経
営
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く

事
業
で
あ
り
、従
来
か
ら
の
地
域
課
題
に
取

り
組
む
だ
け
で
な
く
、地
域
自
治
の
制
度
そ
の
も
の

に
も
切
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。地
域
経
営
は
、人
材
が
肝
で
あ
り
、地
域
の
人
材

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
、役
員
の
孤
立
感
や
負
担
感

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。財
源
の
面
で
は
、ふ
る
さ

と
納
税
の
本
来
の
趣
旨
は
、「
意
志
の
あ
る
お
金
を
、

意
志
の
あ
る
地
域
に
使
っ
て
い
た
だ
く
」と
い
う
も

の
で
、こ
れ
に
原
点
回
帰
す
る
飯
田
市
独
自
の
仕
組

み
を
新
た
に
構
築
す
る
。寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々

に「
変
わ
っ
て
い
く
地
域
」を
見
て
い
た
だ
き
、人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
つ
な
げ
た
い
。

地
域
振
興
住
宅
事
業
は
、
地
域
の
期
待
が
大

き
い
事
業
で
、
希
望
者
も
多
い
。
農
振
の
指
定

が
障
害
と
な
っ
て
土
地
の
確
保
が
出
来
な
い
問
題

は
、
事
業
の
開
始
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
早
急

に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
振
農
用
地
の
除
外
手
続
き
は
、
県
の
審
査

で
あ
り
、
１
年
間
程
度
期
間
が
必
要
で
、
そ

の
後
に
農
地
転
用
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
な

る
。
中
山
間
地
域
の
土
地
利
用
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
時
代
を
見
据
え
て
各

地
区
で
検
討
を
進
め
た
い
。

み
ん
な
の
生
活
展
で
は
、女
性
団
体
等
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、役
員
の
高
齢
化

等
が
進
み
、従
来
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。新
た
な
展
開
は
検
討
し
て
い
る
か
。

女
性
団
体
等
の
皆
さ
ん
が
時
間
を
か
け
て
研

究
さ
れ
た
内
容
等
を
み
ん
な
の
生
活
展
の
み

で
展
示
す
る
の
は
、も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い

る
。今
お
示
し
で
き
な
い
が
、役
員
の
皆
様
の
負
担

が
軽
く
、多
く
の
市
民
が
長
期
間
に
渡
っ
て
じ
っ

く
り
学
習
が
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

三
遠
南
信
地
域
の
交
流
す
る
市
民
の
数
を
増

や
す
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

従
来
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

か
ら
、「
ま
つ
り
街
道
弁
当
」の
取
り
組
み
な
ど
、市

民
の
皆
さ
ん
が
具
体
的
に
自
ら
取
り
組
む
も
の
へ
と
進

化
し
て
き
た
。今
後
は
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
拡
げ
て

い
く
。ま
た
、南
信
州
と
遠
州
や
東
三
河
と
の
民
俗
文
化

の
共
通
点
を
も
っ
て
、日
本
遺
産
を
目
指
す
と
い
う
動

き
も
あ
る
た
め
、こ
れ
に
関
わ
る
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
広
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
推
進
基
金

積
立
金
の
財
源
を
ふ
る
さ
と
寄
附
金
と
し
て

い
る
が
、
１
億
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
る
見
通
し

は
あ
る
か
。

寄
附
金
が
達
し
な
か
っ
た
場
合
、
決
算
の
段

階
で
は
、
一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
想

定
し
て
い
る
。

飯
田
５
地
区
の
一
部
で
実
施
し
て
い
る
生
ご
み

収
集
運
搬
業
務
を
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
に
合
わ
せ
て
廃
止
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
等
と
の
調
整
は
行
っ
た
か
。

飯
田
５
地
区
の
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
軌
道
下
区
域
で

収
集
し
て
い
る
生
ご
み
量
は
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
全
体
の
３
％
程
度
で
あ
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー

や
民
間
施
設
等
で
代
替
え
が
可
能
と
考
え
て
い

る
。
関
係
者
に
は
農
業
課
を
通
じ
調
整
を
行
い
、

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
案
第
３６

号
の
質
疑
の
後
、

リ
ニ
ア
推
進
事

業
費
に
つ
い
て
、
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

リ
ニ
ア
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、

独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
が
、
市
民

に
少
な
か
ら
ず
否
定
的
な
考
え
が
あ
る
。
駅
整

備
推
進
基
金
の
積
み
立
て
財
源
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
寄
付
金
を
充
て
る
に
し
て
も
、
不
足
部
分

へ
は
一
般
財
源
を
使
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ニ
ア
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
賛
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

■
採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

⑧

新
し
い
無
線
形
式
に
よ
る
認
可
の
見
通
し
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
は

平
成
２９

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）

議
案
第
３６

号

導
入
か
ら
１０
年
と
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

交
付
金
の
在
り
方
は

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
推
進
の
予
算
は

地
域
経
営
の
在
り
方
に
関
わ
る
田
舎

に
還
ろ
う
戦
略
の
事
業
と
予
算
は

地
域
振
興
住
宅
事
業
の
障
害
と
な
る
農

振
農
用
地
の
除
外
手
続
き
へ
の
対
応
は

み
ん
な
の
生
活
展
の
新
た
な
展
開
は

三
遠
南
信
地
域
の
交
流
人
口
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
は

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
い
る
が
見
通
し
は

生
ご
み
収
集
の
廃
止
に
よ
る
堆
肥
セ

ン
タ
ー
へ
の
影
響
は
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３
月
１３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

平
成
２８

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
案

長
野
県
看
護
協
会
が
運
営
を
し
て
い
た
南
部

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
撤
退
に
伴
い
、有

限
会
社
わ
く
わ
く
が
、上
村
に
支
所
を
置
き
訪
問
看

護
事
業
を
実
施
す
る
と
聞
く
。こ
の
こ
と
に
対
し
、

市
は
支
援
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、わ
く
わ
く
が
行

う
訪
問
看
護
事
業
の
事
業
実
施
範
囲
は
ど
こ
か
。

支
所
を
上
村
に
置
く
が
、訪
問
看
護
事
業
の

事
業
実
施
範
囲
は
、遠
山
地
域
全
体
で
あ
る
。

議
案
第
３０

号

２９

年
度
か
ら
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
が
始
動
す
る
が
、
そ
の
要
と
な
る
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
カ
ギ
と

な
っ
て
く
る
と
思
う
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活

動
で
何
を
期
待
し
て
い
る
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
民
生

児
童
委
員
協
議
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
通
じ
て
地
域
福
祉

課
題
を
把
握
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
を

推
進
し
て
い
く
担
い
手
で
あ
る
。
学
習
会
や
研
修

会
を
通
じ
て
、
活
動
計
画
に
掲
載
し
て
い
る
モ
デ

ル
的
で
身
近
な
取
り
組
み
を
他
地
区
へ
横
展
開
で

き
る
よ
う
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
担
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
ひ
と
り
親
の
皆
さ
ん
に
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
は
じ
め
、
様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は

様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
で
き
る
こ
と
を
知

ら
な
い
方
も
い
る
と
思
う
。
市
は
、
ど
う
把
握

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
民
課
の
窓
口
に
戸
籍
や
住
民
異
動
が
届
け

出
さ
れ
た
際
、
担
当
す
る
子
育
て
支
援
課
を

案
内
す
る
仕
組
み
で
把
握
し
て
い
る
。ま
た
、児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
の
際
、状
況
を
確
認
す
る
中

で
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

２９

年
度
に
は
竜
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
第
２
を
開

設
し
、
市
全
体
で
９３０

人
の
定
員
で
運
営
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
の
運
営
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

全
市
的
に
は
充
足
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、学

校
の
人
数
に
対
し
て
、館
の
定
員
の
比
率
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
は
、承
知
し
て
い
る
。平
成
３１

年
度
ま
で
に
飯
田
市
全
体
と
し
て
定
員
を
９７０
人
へ

順
次
増
員
す
る
計
画
で
あ
る
が
、ば
ら
つ
き
に
つ
い

て
も
解
消
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

上
久
堅
及
び
川
路
地
区
の
主
体
的
な
取
り
組

み
に
よ
る
地
域
特
別
保
育
事
業
に
対
し
、補
助

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、市
の
責
任
と
し
て
公
立
保
育

園
に
お
い
て
直
接
延
長
保
育
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
、ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
地
域
の
熱
意
で
保
育
が
行
わ
れ

て
き
た
経
過
も
あ
る
。各
地
域
の
保
育
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
協
議
を
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
、
全
国

や
県
平
均
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
聞
く
。
小

中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
化
も
一
段
落
つ
い
た
の

で
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画
的
に
行
う
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
で
、
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
率
は
校
舎
及
び
体
育
館
を
含

め
て
２５
・
９
％
で
あ
る
。
こ
れ
を

２５

６０
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
洋
式

化
の
工
事
は
そ
れ
だ
け
を
行
う
の
で
は
な
く
、
老

朽
化
し
た
給
排
水
の
改
修
工
事
に
併
せ
て
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。

保
険
給
付
費
を
２８

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
、
約
１
％
の
減
で
計
上
し
て
い
る
が
、
保

険
給
付
費
を
減
と
し
た
理
由
は
何
か
。

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
の
額
は
、全
国
の

傾
向
と
同
じ
く
増
え
る
と
見
込
む
が
、高
額
薬

剤
の
価
格
低
下
及
び
被
保
険
者
数
が
減
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、約
１
％
の
減
を
見
込
ん
だ
。

■
平
成
２８

年
第
４
回
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

★
陳
情
者

飯
伊
地
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

林

憲
治

氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果「
趣
旨
採
択
」と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
の
趣
旨

県
に
対
し
、子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
福
祉
医
療
費
給
付
事
業
に
関
し
、
現
物
給
付
方

式
に
つ
い
て
、
長
野
県
で
は
、
長
野
県
福
祉
医
療

費
給
付
事
業
検
討
会
で
、
現
物
給
付
を
導
入
す
る

対
象
範
囲
も
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
全
市

町
村
へ
意
向
調
査
を
し
、
今
年
度
中
に
結
論
が
出

る
見
込
み
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
検
討
会
の
議
論

の
推
移
を
見
守
る
た
め
、
趣
旨
採
択
。

○
一
方
で
、「
陳
情
書
に
も
あ
る
と
お
り
、
松
本
市

を
は
じ
め
県
内
の
過
半
数
を
超
え
る
市
町
村
議
会

で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
請
願
や
陳
情
が
採
択
さ

れ
、
県
へ
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は

確
か
に
検
討
中
で
あ
り
、
近
々
結
論
が
出
る
と
聞

い
て
い
る
。
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
進
め
る
よ
う

に
、
ぜ
ひ
、
採
択
し
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
と

考
え
る
の
で
、
採
択
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
に
上
村
に
事
務
所
を
置
く
訪
問
看

護
事
業
者
の
実
施
範
囲
は

平
成
２９

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

議
案
第
３６

号

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は

市
内
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か

国
や
県
平
均
よ
り
低
い
と
さ
れ
る
市
内
の

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
考
え
は

ひ
と
り
親
家
庭
で
受
給
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
は

公
立
保
育
園
で
の
延
長
保
育
は
、
市

の
責
任
で
実
施
す
べ
き
で
は

議
案
第
３７

号

平
成
２９

年
度
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
（
案
）

保
険
給
付
費
を
削
減
し
た
理
由
は

平
成
２８

年
陳
情
第
４
号

陳
情
審
査
の
結
果

訪問看護ステーションわか葉 上村支所(上村)
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３
月
１６
日
・

１６

１７
日
及
び

１６

１７

２３
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

市
と
し
て
生
活
相
談
等
の
対
応
を
し
て
い
る

か
。

滞
納
者
に
対
し
て
は
生
活
状
況
の
把
握
に
努

め
、
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
子
育
て
支
援

課
、
高
齢
者
の
場
合
に
は
長
寿
支
援
課
な
ど
、
状

況
に
応
じ
関
係
部
局
と
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

今
回
の
訴
え
の
提
起
に
よ
ら
な
け
れ
ば
解
決

が
で
き
な
い
と
の
判
断
か
。

所
得
の
低
い
方
で
も
、ほ
と
ん
ど
の
方
が
家
賃

を
納
入
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
も
踏
ま
え
、滞

納
が
多
額
で
、当
方
か
ら
の
督
促
や
催
告
に
も
応
じ

ず
、滞
納
額
の
減
少
が
見
ら
れ
な
い
方
に
対
し
て

は
、提
訴
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

判
決
で
退
去
と
な
っ
た
方
に
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
と
る
か
。

入
居
時
の
ル
ー
ル
に
則
り
、
退
去
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。
状
況
に
応
じ
、
福
祉
部
門
等

と
の
連
携
に
よ
り
必
要
な
処
置
は
講
じ
て
い
く
。

議
案
第
２７

号

座
光
寺
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
関

す
る
事
業
が
繰
り
越
し
に
な
っ
た
が
、
当
初

見
込
み
か
ら
ど
の
く
ら
い
遅
れ
た
か
、
ま
た
、
今

後
の
事
業
の
進
捗
の
見
通
し
は
。

地
元
に
対
し
十
分
な
説
明
機
会
を
確
保
し
た

た
め
、予
定
よ
り
２
か
ら
３
か
月
遅
れ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
説
明
で
は
関
係
者
の
理
解
も
得

ら
れ
て
い
る
。今
後
、用
地
取
得
を
進
め
て
い
く
が
、

丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
、事
業
の
推
進
を
図
り
、予

定
通
り
５
年
後
の
完
成
を
目
指
し
た
い
。

都
市
部
の
若
者
に
田
園
回
帰
志
向
が
芽
生
え

て
い
る
こ
と
か
ら
の
想
定
と
思
う
が
、担
い
手

確
保
・
育
成
支
援
事
業
に
よ
る
新
規
就
農
者
と
し
て

４０

歳
未
満
を
対
象
に
し
て
い
る
。

４０

４０

歳
以
上
で
も
就

農
の
実
例
は
あ
り
、農
業
の
担
い
手
と
し
て
は
、年

齢
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、ど
う
か
。

農
業
へ
の
関
わ
り
方
も
、専
業
農
家
と
兼
業

農
家
、さ
ら
に
農
業
の
あ
る
生
活
と
様
々
な

形
態
が
あ
る
。事
業
で
は
４０
歳
未
満
を
想
定
し
た

が
、実
際
の
受
入
れ
で
は
、年
齢
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
対
処
し
た
い
。

今
後
、
様
々
な
産
業
分
野
で
の
起
業
を
促
す

必
要
が
あ
る
が
、
支
援
体
制
を
ど
う
考
え
る

か
。

今
年
度
、
下
伊
那
地
方
事
務
所
商
工
観
光

課
、
飯
田
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
、

ジ
ェ
ト
ロ
長
野
、
信
州
大
学
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
一
般
社
団
法
人
エ
イ
レ
ッ
ク
、
市
内
の
全
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
、
南
信
州
・
飯
田
産
業

セ
ン
タ
ー
、
高
等
学
術
機
関
な
ど
、
起
業
に
携
わ

る
専
門
機
関
に
参
加
い
た
だ
き
、
新
た
な
起
業
支

援
組
織
設
置
の
可
能
性
を
検
証
し
て
き
た
。
２９
年

度
に
は
、
こ
の
体
制
で
、
食
か
ら
様
々
な
も
の
づ

く
り
産
業
ま
で
、
起
業
支
援
を
行
う
組
織
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

国
家
戦
略
と
し
て
、
海
外
誘
客
促
進
の
取
り

組
み
が
あ
る
。
市
も
海
外
誘
客
に
関
し
具
体

的
な
対
応
を
と
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
飯
田

の
強
み
は
何
と
考
え
、
海
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
し

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
か
。

こ
の
地
域
は
、
東
京
・
京
都
・
大
阪
な
ど
の

人
気
の
高
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ト
か
ら
離
れ
て
お
り
、
ま
た
、
老
若
男

女
誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名
な
観
光
地
で
も
な
い

た
め
、
飯
田
市
を
ど
う
売
り
込
む
か
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
最
近
の
中
国
を
中
心
と
し
た
海
外
か

ら
の
旅
行
事
情
は
、
爆
買
い
な
ど
の
消
費
型
ツ

ア
ー
か
ら
田
舎
で
の
交
流
な
ど
の
体
験
型
ツ
ア
ー

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
聞
く
。
ま
ず
は
、
当
市

が
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
体
験
交
流

観
光
の
実
績
を
生
か
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
し

な
が
ら
、
新
し
い
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
つ
な
げ

た
い
。
そ
の
上
で
、
南
信
州
観
光
公
社
等
と
も
連

携
し
、
国
内
外
の
旅
行
会
社
へ
売
り
込
ん
で
い
き

た
い
。

産
業
振
興
と
人
材
育
成
の
拠
点
整
備
事
業
に

関
し
、
４
月
開
講
の
信
州
大
学
航
空
機
シ
ス

テ
ム
共
同
研
究
講
座
へ
の
参
加
者
は
、
今
の
と
こ

ろ
３
名
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
人
材
か
。

信
州
大
学
工
学
部
の
学
生
が
２
名
、
地
域
の

企
業
か
ら
１
名
を
予
定
し
て
い
る
。

講
座
参
加
者
が
３
名
で
は
少
な
い
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

２９
年
度
の
募
集
に
関
し
て
は
、信
州
大
学
の

組
織
改
組
も
あ
り
、広
く
周
知
が
で
き
な

か
っ
た
事
情
が
あ
る
。な
お
、講
座
は
大
学
院
と
な

る
た
め
、単
に
講
義
を
行
う
の
で
は
な
く
、研
究
の

指
導
を
行
う
こ
と
に
な
る
。専
任
教
授
２
名
体
制

で
あ
る
た
め
、信
州
大
学
か
ら
は
、１
学
年
で
５
名

程
度
、２
学
年
で
１０
名
が
目
安
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、何
十
名
も
の
学
生
が
学
べ
る
も
の
で
は

な
い
。ま
た
、講
座
で
は
、地
元
企
業
と
共
同
研
究

も
予
定
し
、学
生
の
育
成
と
合
わ
せ
、産
業
振
興
と

人
材
育
成
の
拠
点
と
位
置
付
け
て
い
る
。

★
陳
情
者

飯
伊
旅
館
組
合

組
合
長

旅
館
丸
山
の
湯

吉
沢
重
治
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
陳
情
第
１
号
の
趣
旨

国
に
対
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
民
泊
制
度

の
実
現
に
向
け
た
法
制
度
を
求
め
る
意
見
書
を
提

出
願
い
た
い
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○

陳
情
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
採
択
。

○

報
道
で
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ひ
か
え
、

都
内
で
は
宿
泊
施
設
が
不
足
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。こ
の
地
域
は
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に

よ
る
、農
家
民
泊
の
受
入
れ
も
多
い
。民
泊
に
関
し

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
も
あ
り
、そ
れ
を
考

慮
し
た
法
整
備
が
必
要
と
考
え
る
た
め
、採
択
。

生
活
相
談
の
対
応
は

訴
訟
な
し
の
解
決
は
で
き
な
い
か

議
案
第
３０

号

判
決
で
退
去
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は

座
光
寺
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

関
連
事
業
の
進
捗
状
況
は

新
規
就
農
者
育
成
の
対
象
年
齢
は

こ
の
地
域
で
の
海
外
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

誘
客
方
法
は

信
州
大
学
航
空
機
シ
ス
テ
ム
共
同
研

究
講
座
へ
の
参
加
者
は

案
件
の
概
要

高
額
又
は
長
期
に
わ
た
っ
て
家
賃
を
滞
納
し
て
い

る
市
営
住
宅
入
居
者
に
対
し
、
明
渡
し
及
び
滞
納

し
て
い
る
家
賃
等
の
支
払
い
を
求
め
る
訴
え
を
提

起
す
る
。

平
成
２８

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
案

議
案
第
３６

号

平
成
２９

年
度

飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）

様
々
な
産
業
分
野
で
の
起
業
へ
の
支
援

体
制
は

陳
情
第
１
号

陳
情
審
査
の
結
果



NO.203⑪ いいだ市議会だより リニア推進特別委員会

１２
月
１２

２２
日
、
３
月

１２

２２

１５
日
・

１２

２２

１５

２４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質

疑
等
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
、
乗
換
新
駅
設
置
に
関
し

て
は
請
願
駅
で
お
願
い
し
た
い
旨
の
表
明
が

あ
る
が
、
請
願
駅
で
の
設
置
に
関
し
、
Ｊ
Ｒ
側
の

協
力
に
つ
い
て
何
か
考
え
は
示
さ
れ
た
か
。
ま
た

乗
換
新
駅
設
置
に
向
け
て
は
、
費
用
や
場
所
な
ど

様
々
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
協
議
を

進
め
て
い
く
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
、
新
た
な

意
向
は
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
ま
ず

は
、『
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
乗
換
新
駅
に
関
す
る
検
討
会

議
』
に
お
い
て
、
長
野
県
や
伊
那
谷
の
各
市
な
ど

と
協
調
を
と
り
つ
つ
、
飯
田
市
が
主
体
と
な
り
Ｊ

Ｒ
と
の
協
議
を
進
め
た
い
。
具
体
的
な
検
討
は
こ

れ
か
ら
に
な
る
。

乗
換
新
駅
の
設
置
が
想
定
さ
れ
て
い
る
周
辺

は
、
線
路
の
勾
配
も
き
つ
く
、
乗
換
新
駅
設

置
に
は
技
術
的
に
難
し
い
点
も
あ
る
と
聞
く
。
あ

わ
せ
て
、
請
願
駅
と
な
る
と
、
地
元
の
費
用
負
担

も
大
き
く
な
る
た
め
、
乗
換
新
駅
で
の
検
討
で
は

な
く
、
最
寄
り
の
駅
か
ら
の
移
動
手
段
の
検
討
を

し
て
は
ど
う
か
。

今
乗
換
新
駅
の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
場
所

は
、
線
路
の
勾
配
や
カ
ー
ブ
の
大
き
さ
な
ど

必
要
な
要
件
の
基
準
内
で
あ
る
と
言
え
る
。
リ
ニ

ア
駅
が
交
通
結
節
点
の
機
能
を
発
揮
し
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
乗
換
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
乗
換

新
駅
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
駅

勢
圏
を
な
る
べ
く
拡
げ
る
た
め
に
も
、
今
後
は
、

協
議
の
状
況
を
一
つ
ひ
と
つ
地
元
の
皆
さ
ん
や
市

民
、
議
会
に
報
告
し
、
共
有
し
て
い
く
中
で
方
向

性
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
計
画
を
進
め
る
中

で
、
可
能
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

リ
ニ
ア
駅
の
設
置
に
関
す
る
基
盤
整
備
の
面

で
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興
等
の
期
待
が
持

た
れ
る
一
方
で
、
特
に
リ
ニ
ア
駅
予
定
地
は
、
多

く
の
家
屋
な
ど
の
移
転
も
必
要
で
あ
り
、
駅
周
辺

整
備
や
乗
換
新
駅
設
置
な
ど
の
基
盤
整
備
に
関
し

て
は
、
多
く
の
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
基
盤
整
備
に
関

し
、
今
後
、
Ｊ
Ｒ
に
財
政
的
な
負
担
を
求
め
る
考

え
は
あ
る
か
。

現
在
、
リ
ニ
ア
駅
の
建
設
と
、
リ
ニ
ア
本
線

工
事
に
関
し
、
影
響
す
る
市
道
等
の
機
能
回

復
は
、
Ｊ
Ｒ
の
事
業
と
し
て
の
調
整
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
駅
周
辺
整
備
等
に
関
し
て
は
Ｊ

Ｒ
側
か
ら
財
政
的
負
担
の
考
え
は
示
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
駅
周
辺
整
備
等
に
関
し
て
は
、

用
地
補
償
も
含
め
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

今
後
、
国
の
事
業
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
財
源
を

用
い
る
か
を
、
関
係
機
関
等
と
協
議
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
関
係
す
る
沿
線
都
市
と
の
連
携

も
含
め
、
Ｊ
Ｒ
の
費
用
負
担
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
か
は
、
県
と
も
協
議
を
し
て
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

リ
ニ
ア
関
連
事
業
等
に
よ
り
、
市
の
財
政
的

な
負
担
は
相
当
な
額
に
な
る
と
考
え
る
と

き
、
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
よ
り
も
、
Ｊ

Ｒ
に
対
し
財
政
的
負
担
を
求
め
て
い
く
姿
勢
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
の
リ
ニ

ア
事
業
の
進
め
方
に
関
し
て
は
、
関
係
す
る
自
治

体
か
ら
も
多
く
の
不
満
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
現
状

も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
は
県
を
調
整
の
窓
口
と
し
て
い
る

た
め
、
市
か
ら
県
に
働
き
か
け
、
県
か
ら
Ｊ
Ｒ
に

対
し
強
い
姿
勢
で
働
き
か
け
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

長
野
県
で
は
知
事
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
社
長
と
の

懇
談
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

１
月
２３
日
に
初
め
て
の
懇
談
が
あ
り
、
知
事
か
ら

発
生
土
の
処
理
や
、
Ｊ
Ｒ
の
現
地
体
制
の
強
化
と

い
っ
た
課
題
、
さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を

生
か
す
た
め
に
必
要
な
地
域
振
興
へ
の
対
応
を
Ｊ

Ｒ
に
求
め
る
要
望
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
懇
談
に

際
し
て
は
、
市
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

を
、
県
と
調
整
し
た
う
え
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
の
懇
談
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
そ
の
都
度
、
市

の
要
望
事
項
を
県
に
申
し
入
れ
る
こ
と
で
調
整
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
報
告
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

○

質
疑
を
通
し
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
と
し
て
乗

換
新
駅
設
置
の
必
要
性
を
認
め
、
議
会
と
し
て
必
要

な
協
議
を
進
め
て
い
く
と
し
た
点
を
再
度
確
認
し

ま
し
た
。

そ
の
上
で
、「
乗
換
新
駅
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」

は
、
現
在
、「
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
乗
換
新
駅
設
置
に
関
す

る
検
討
会
議
」
に
お
い
て
、

■
設
置
位
置
及
び
駅
舎
の
構
造
、費
用
負
担
の
あ
り

方
■
こ
れ
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
調
整

■
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
の
利
便
性
の
向
上

■
近
未
来
技
術
を
含
め
、リ
ニ
ア
駅
と
の
ア
ク
セ
ス

手
法

な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、Ｊ
Ｒ
東
海

と
の
協
議
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
状
況
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

①
特
別
委
員
会
に
お
け
る
協
議
内
容
等
を
本
会
議

で
委
員
長
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、議
会
の
状

況
を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
平
成
２２
年
の
特
別
委
員
会
の
設
置
か
ら
調
査
研

究
を
積
み
重
ね
て
い
る
専
門
性
を
生
か
し
、今
後

も
継
続
し
て
そ
の
活
動
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、特
別
委
員
会
の
継
続
を
申
し
送

り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
委
員
会
に
お
い
て
も
、
リ
ニ
ア
駅

周
辺
整
備
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
１５

日
の
委
員
会
で
は
、「
乗
換
新

駅
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
状
況
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
特
別
委
員
会
の
２

年
間
の
活
動
の
ま
と
め
と
、
委
員
会
の
現
状
と

課
題
を
確
認
し
、
今
後
の
特
別
委
員
会
の
あ
り

方
等
に
関
し
、
次
期
議
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
「
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て
」

申
し
送
り
事
項

こ
れ
ま
で
も
、
「
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討
会

議
」
で
の
検
討
状
況
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
３
月
１５

日
の
委
員
会
で
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
、
「
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
構

想
実
現
へ
の
各
種
条
件
の
整
理
」
や
、「
空
間
の
し

つ
ら
え
や
機
能
構
成
の
整
理
」
な
ど
を
進
め
、
基

本
計
画
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
予
定
と
し
て
、
３
月
２４

日
に
行
わ
れ
る
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討
会
議
で

基
本
計
画
の
素
案
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民
意
見
の
聴
取
を

行
い
、
５
月
下
旬
に
は
再
度
、
検
討
会
議
に
お
い

て
最
終
案
が
協
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
２４

日
の
委
員
会
で
は
、
リ
ニ
ア
駅

周
辺
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

◆
「
乗
換
新
駅
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
」
こ
れ

ま
で
の
経
過
と
、
１
月
に
伊
那
谷
自
治
体

会
議
で
の
協
議
を
経
て
設
置
し
た
「
Ｊ
Ｒ

飯
田
線
乗
換
新
駅
に
関
す
る
検
討
会
議
」

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
し

ま
し
た
。



平成29．4．21 ⑫～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～

所管する部署へ提案を行いました
社会文教委員会では、２８年度議会報告会で出された

意見を基に「体育施設のあり方と活用について」を課

題としました。これを踏まえ、２８年７月に実施した管

外視察での調査結果と議会報告会での市民の皆さん

の意見を検討し、方向性としてまとめ、２８年１２月７日

に所管する教育委員会、健康福祉部に提案しました。

また、産業建設委員会では、同じく２８年度議会報告

会から取り上げた課題とともに、産業建設委員会とし

て申し送りとなっていた課題を含め、下記の５つの

テーマについて、２年間の調査研究活動してきた内容

から方向性をまとめ、３月８日に所管又は関連する部

署である、産業経済部、建設部、総合政策部、市民協

働環境部、教育委員会に提案しました。

(１)若者定住を促進するためには

(２)地域資源を活かし、地域経済や地域の活性化を

図るには

(３)市の観光施策について

(４)遊休農地、耕作放棄地対策について

(５)技能労働者（建設大工）の人材育成について

議員研修を行いました
平成２９年１月２０日、南信州・飯田産業センターの

ホールで飯田市議会が主催の飯伊市町村議員研修会

を開催しました。下伊那郡内の町村議会、伊那・駒ケ

根両市議会にも呼びかけ、約２００人の参加がありまし

た。内容は、島根県中山間地域研究センター研究統

括監 藤山浩氏を講師に迎え、「田園回帰の時代と地

方行政 ～地元を創り直す手法と実践～」と題した講

演を聴きました。藤山氏は、人口減少対策の処方箋

として注目される「田園回帰１％戦略」を提唱されて

おり、飯田市の数値を分析された内容を含め、中山間

地域が多い当地域にとって指針となる内容でした。

平
成
２９
年
第
１
回
定
例
会
を
傍

聴
さ
れ
た
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
議
員
さ
ん
が
「
質
問
力
」
の
学
習
を

し
て
い
る
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。

◇
特
定
の
議
員
さ
ん
の
傍
聴
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
全
体
的
に
は
少
な
い

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

◇
（
一
般
質
問
で
利
用
し
た
）
パ
ネ
ル
が

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
は
小
さ
く
て
見

づ
ら
い
。
マ
イ
ク
を
通
す
声
も
意
外

に
小
さ
く
て
聞
こ
え
に
く
い
と
感
じ

ま
し
た
。

◇
高
齢
者
の
ご
み
収
集
に
さ
ら
な
る
仕

組
み
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
会
議
、
委
員
会
と
も
個
人
、
団
体

で
自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
事

前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
等

大
勢
で
の
傍
聴
の
際
は
事
前
に
議
会

事
務
局
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■平成29年第1回臨時会は

5月9日（火）開会です。

■第2回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切り

は5月24日（水）午後5時です。

広報広聴委員会

委員長 村松まり子 副委員長 福沢 清

委 員 竹村 圭史 木下 德康 熊谷 泰人

森本 政人 小倉 高広 吉川 秋利

平成２５年４月から４年間の議員任期が、間もなく満了と

なります。今号の「いいだ市議会だより」が、４年間の最

終版となりました。市民の皆さんに、議会の活動状況をわ

かりやすくお伝えすることを心掛けて作成してきました。

この議会だよりを通じて、市議会に対して理解と関心をお

持ちになり、身近に感じていただければ幸いです。今後も、

議会だより、議会のホームページ、議会報告会を通じ、「開

かれた議会、見える議会」としての活動をさらに進めてまい

ります。皆さんのご意見ご要望をお寄せください。

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル714chで中継しているほか、一般質問の模様をイン
ターネットによるオンライン動画配信サービスで中継しています。委員会での審査の模様もイン
ターネット中継しています。ぜひご覧ください。http://www.city.iida.lg.jp/


